
　う蝕や歯周病などの歯科治療の際には通常、局所麻酔

薬を使用し、痛みの緩和に努めています。しかし、歯科

治療に強い恐怖心を持つ患者（歯科治療恐怖症）や、障害

を持つ患者（精神発達遅滞、脳性麻痺、自閉症、ダウン

症、てんかん等）の中には、通常の歯科治療が困難な

ケースも多くみられます。そのような場合に私達は、

全身麻酔や精神鎮静法（写真2）という方法を用いて

治療を行っています。このような方法で治療を行う際に

は、患者の循環や呼吸などの体の状態（バイタルサイン）

を絶えずチェックしながら、全身の安全管理に努めて

います。

　一方、全身麻酔下での口腔外科手術の場合も、手術の

部位が気道の入り口であるため、術前、術中はもちろん

のこと、術後にも細心の注意を払って気道及び全身

状態の安全管理を行っています。（写真1）

　歯科で扱う痛みの中には、う蝕や歯周病など歯に原因

を有する急性の痛みだけでなく、神経痛や舌痛症、頭痛

や顎関節症とよばれる慢性の痛みがあります。頭痛

（緊張型）や顎関節症の原因としてこれまで、かみ合わ

せや顎関節の異常が考えられていましたが、最近では、

ストレスに伴う日中のくいしばりや夜間の歯ぎしり

（ブラキシズム）、不自然な姿勢、たばこ・アルコール・

カフェインなどの取り過ぎによって生じる睡眠パターン

の乱れや睡眠不足が原因の生活習慣病であると考え

られています。そのため、生活習慣の見直しや、患部を

マッサージしたり、温かいタオルを当てて血液の流れを

よくしてあげるといった患者自身によるセルフケアが

大切になってきます。また、ヒトの体には本来、痛みを抑

える働き（疼痛抑制システム）が備わっており、この働

きを高めてあげる目的で、当診療科のペインクリニッ

クでは、お灸や鍼、漢方薬をはじめとする東洋医学を取り

入れて、慢性の痛みの緩和に努めています。
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痛みへの挑戦
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麻酔・生体管理室

教 授　大井  久美子

※1　う蝕・・虫歯のこと

※1

｢身体障害者手帳｣について
第4回

皆さんは、身体障害者手帳という赤い手帳をご存知ですか？
身体障害者手帳とは、身体に障がいのある方が各種の医療費助成や
福祉サービスを受けるために必要な手帳です。

シリーズ
こちら医療費相談室

地域医療連携センター　MSW　小川瑞穂　
TEL：095-819-7586

vol.36  2011.1

新任教授のご紹介
リウマチ・膠原病内科 内分泌・代謝内科 神経内科 診療科長 教 授　 川上　純

昭和60年 長崎大学医学部卒業

昭和62年 長崎大学大学院入学

平成  3年 米国ハーバード大学ダナ・ファーバー癌研究所留学

平成12年 長崎大学医学部内科学第一 助手

平成15年 長崎大学医学部・歯学部附属病院 講師

平成21年 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 展開医療科学講座

 リウマチ免疫病態制御学分野 准教授

平成22年 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 展開医療科学講座

 リウマチ免疫病態制御学分野 教授

経　歴

趣　味 ガーデニング

　身体障害者手帳は、目・耳・口・手足・
体幹または内部（心臓・腎臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・免疫機能・肝臓）
などに一定以上の永続する障がいの
ある方に交付されるものです。障がい
の程度に応じて1～6級までの区分が
あります。

　医療費助成、補装具支給、運賃割引、
税控除、介護給付などがあります。た
だし、障がいの種別や手帳の等級によ
り利用できるサービスが異なります。

　住民票を管轄する市町村役場の
障害福祉担当課または行政セン
ターが窓口です。
　申請の際は、①診断書、②印鑑、③顔写
真（縦4㎝×横3㎝）が必要となります。
　申請手続きや各種サービス等につ
いては管轄の窓口でご確認ください。

Q Q Q
身体障害者手帳って
どんな手帳？

どのような援助や
サービスが受けられるの？ どこに申請すればいいの？
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（写真1） 全身麻酔法
 手術室における口腔外科手術時の全身麻酔風景

（写真2）精神鎮静法
 少量の静脈麻酔薬を投与して痛みや不安を和らげます
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　平成22年11月1日付けで長崎大学大学院医歯薬学総合
研究科展開医療科学講座 リウマチ免疫病態制御学分野教授
およびリウマチ・膠原病内科 内分泌・代謝内科 神経内科 診療科
長に就任いたしました。私たちが診療する機会が多い疾患は
関節リウマチ、全身性エリテマトーデスなどの膠原病（リウマチ・
膠原病内科）、糖尿病や甲状腺疾患（内分泌・代謝内科）、脳卒中
やパーキンソン病（神経内科）ですが、これら以外でも関連が

ある疾患を幅広く診療しております。専門性が高い高度医療の
提供も大学病院の役割ですが、これについては、生物学的製剤
（リウマチ・膠原病内科）、新しい糖尿病治療薬や甲状腺アイソ
トープ治療（内分泌・代謝内科）、脳梗塞急性期治療（神経内科）
などを積極的に取り入れております。連携診療にも力を入れて
おり、地域の先生方と一緒になって、患者の皆様を診療して
まいります。どうぞよろしくお願い申し上げます。


